
営
業
益
６
倍
目
指
す


年
度ア

ル
ミ
電
線
拡
販
新
製
品
投
入

古河電工産業電線
　
古
河
電
工
産
業
電
線
︵
本
社
・
東
京
都
荒
川
区

社
長
・
松
本
康
一
郎
氏
︶
は
２
０
２
２

年
度
ま
で
の
５
カ
年
で
営
業
利
益
を

年
度
実
績
比
で
６
倍
に
引
き
上
げ
る

施
工
性
に
優

れ
る
軽
量
な
ア
ル
ミ
電
線
を
建
設
関
連
な
ど
の
市
場
で
拡
販
し

年
間

億
円
規
模
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
育
て
る

併
せ
て
自
動
車
や
船
舶
向
け
な
ど
成
長
市
場
に
対
し
新
製
品
の
投
入
を
加

速

顧
客
ニ

ズ
に
合
わ
せ
て
高
付
加
価
値
品
の
売
上
比
率
を
増
や
し
な
が
ら
収
益
力
を
強

化
す
る

売
上
高
は
約
４
０
０
億
円
で
同
３
割
強
増
が
目
標


　
建
設
・
電
販
用
を
中
心

と
す
る
汎
用
線
事
業
で

は

ア
ル
ミ
導
体
の
電
線

に
注
力

同
社
の
ア
ル
ミ

電
線
は
素
材
が
持
つ
軽
量

・
低
コ
ス
ト
な
特
性
に
加

え

設
計
の
工
夫
で
柔
軟

性
が
高
い
こ
と
が
特
長


配
線
作
業
性
に
優
れ

建

築
現
場
で
の
人
手
不
足
対

策
に
貢
献
す
る

今
後
は

ア
ル
ミ
電
線
用
に
最
適
化

し
た
接
続
部
材
や
工
具
を

一
括
提
案
し

施
工
性
や

信
頼
性
を
さ
ら
に
高
め
る

な
ど
し
て
供
給
を
拡
大


現
在
生
産
は
現
有
設
備
で

行

て
い
る
が

需
要
が
高
ま
れ
ば
撚
線
や
押
出
の

専
用
設
備
増
設
を
検
討
す

る

松
本
社
長
は
﹁
建
設

関
連
だ
け
で
な
く

船
舶

や
溶
接
関
連
の
分
野
で
も

ア
ル
ミ
電
線
の
採
用
を
拡

げ
て
い
き
た
い
﹂
と
期
待

し
て
い
る


　
産
業
用
の
ゴ
ム
絶
縁
電

線
な
ど
機
能
線
事
業
で
は

新
製
品
で
毎
年

億
円
の

売
り
上
げ
を
確
保

自
動

車
分
野
で
は
電
動
化
に
対

応
す
る
テ

マ
で
製
品
開

発
に
注
力
す
る

さ
ら
に

船
舶
分
野
で
は
海
外
メ


カ

と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
視
野
に
入
れ
る

併

せ
て
柔
ら
か
く
配
電
盤
な

ど
へ
の
配
線
が
し
や
す
い

可
と
う
性
難
燃
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
ケ

ブ
ル
︵
Ｌ
Ｍ
Ｆ

Ｃ
︶
な
ど
既
存
製
品
の
販

売
も
さ
ら
に
強
化

九
州

工
場︵
北
九
州
市
門
司
区
︶

の
増
強
も
進
め
る
方
針

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